
第１回清水町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定委員会会議録（要約） 

 

日 時 令和５年９月６日（水） 

午後３時３０分より午後５時１５分 

場 所 保健福祉センター１階 ふれあいホール 

 

出 席 委 員：佐藤秀美氏、関上恵介氏、高橋やよい氏、脇原康誠氏、真野篤氏、 

櫻井美紀子氏、安ケ平美香氏 

欠 席 委 員：土屋博敬氏、小笠原敏子氏 

町 出 席 者：阿部町長、藤田保健福祉課長、石川課長補佐、鎌田課長補佐、 

寺本在宅支援係長、倉重健康推進係長、清水介護保険係主事 

研 究 員：見山研究員（株式会社ぎょうせい） 

傍 聴 者：なし 

 

１ 開会 

 

２ 委嘱状交付 

阿部町長より各委員に委嘱状を交付する。 

 

３ 町長あいさつ 

皆様、お疲れ様でございます。今日の計画策定委員会にお忙しい中、お集まりいた 

 だきありがとうございました。そして只今、委嘱状を皆様に交付させていただきま 

た。早いもので計画の時期になってまいりました。実は私になってからもこれで３回

目の計画の策定時期になったところでございます。いろんな福祉計画につきまして

も介護保険計画につきましても、いろんな課題がまだまだあって、なかなかこう解決

に向かっていかないけれども、なんとか計画に沿ってやってきている状況でありま

すので、今後の第９期計画になりますけれどもその点につきましても皆様の意見を

聞かせていただきながら、しっかりとした今後３年間に向かっての来年からのです

ね３年間に向かって進んでいきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いしたい

と思います。簡単ですけれども挨拶とさせていただきます。 

 

４ 委員紹介・担当職員及び研究員等紹介 

 

５ 議事 

（１） 計画策定員会について 

① 委員の任期・役割について  

事務局より説明する。 

② 委員長及び副委員長の選出について 

町長より委員長の選出について諮り、真野委員が選出された。 

真野委員長より副委員長に佐藤委員が氏名された。 



③ 委員長あいさつ 

改めて、こんにちは。皆様方からのご推薦をいただき今回の委員長に努めさせて 

いただきます。何分にも不慣れでございますし、また、たまたま前期の委員長を充 

て職ではないですけれども、ちょっと関わった経過があります。話が変わるかもし 

れないですけれども、３年に渡るコロナのなかで本町の医療機関の皆様方に本当

にご苦労をお掛けして万全を期していただいたことに対して、この場を借りて個

人的な部分ですけれども、お礼に代えさせて頂きたいと思います。本当にご苦労様

でしたありがとうございました。 

先ほど、町長のほうからもお話がありましたように、本当に目まぐるしくコロナ 

のなかで生活も変わり、また、社会環境も変わり、職場の環境も変わり、それから 

もちろん高齢者の独居についてもかなり環境が変わったなかで３年間が終わった

のかなと思います。また、収束していませんのでこれからいかにどのような形で傾

向があるかわかりませんけれども、そういったことも踏まえて皆様方の数少ない

４回ほどの委員会でございますけれども貴重なご意見をいただき、答申できれば

なと思っておりますので、一層のお力をお借りしたいと思います。本日はご指名い

ただきというか、委員長になりましたとともに対してのごあいさつをさせていた

だきます。ありがとうございました。よろしくお願いいたします。 

 

④ 第 9期清水町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の諮問について 

町長より真野委員長へ諮問書を提出する。 

 

（２） 第 9期清水町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について 

（以降真野委員長が議長を務める） 

① 第 9期計画策定までのスケジュールについて …… 資料１ 

事務局より今後の予定について説明する。（委員からの質問等なし） 

 

② 第 9期計画の概要について …… 資料２ 

１ 計画策定の趣旨について 

   事務局より計画策定の背景、計画の位置づけ、計画期間について説明する。 

２ 地域の現状について 

   事務局より町の高齢者をとりまく現状 人口の状況、世帯の状況、高齢者の 

就労の状況ついて説明する。 

３ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査及び在宅介護実態調査の結果について 

   研究員よりニーズ調査、在宅介護実態調査から見える状況について説明する。 

４ 介護保険給付等の実績について 

   事務局より要支援・要介護認定者数と認定率、介護保険給付費等について説 

明する。 

 

【質疑等】 

委 員：アンケートはいつ頃、どういう方を対象にしてますか。 



研究員：資料３を見ていただきますと調査対象者の方っていうところが日常生活圏域ニー

ズ調査については、町内にお住いの 65 歳以上で、要介護認定を受けていない方、

一方、在宅介護実態調査については、65 歳以上で要介護認定を受けている方、な

ので要介護認定を受けているかいないかで対象者を分けさせていただいておりま

す。調査時期は今年 5 月ころ配布させていただきまして実施をさせていただいて

おります。よろしいでしょうか。 

委 員：自分はなんか見た覚えがなかったもんで、すみません。 

事務局：無作為抽出ですね。 

委 員：そうでしょ全員じゃないんでしょ。だから私みてなくていいんだね。 

事務局：はい、該当にならなかったということです。 

研究員：それが 17 ページのところです、配布が 1,289 件と 215 件というところなんで    

すけれども、これは無作為抽出するかたちで、この人とこの人に配ろうではなくて、 

   町民全体の対象となる年齢と介護認定を受けているか、受けていないかというと 

ころを分けさせていただいたうえでランダムいうかたちで選ばせていただいて、 

大変お忙しい中ご協力をいただいたというかたちになっております。 

委 員：在宅介護実態調査の方で、要介護を受けられている方の回答された方でどれくらい 

  の介護度の平均の方なんでしょう。介護１の方ばかりが回答されたとか、そういっ 

たのはとってない。 

研究員：少々お待ちください。今ちょっとすぐ答えがでてこないんですけども、集計票では 

でているのでわかったらすぐお答えします。 

委 員：これからこのデータからどのようなサービスに結びつけるかということを考えた

ときに、教えていただきたいのですが、要支援者がほかのところよりも全国よりも、

北海道よりも多いと、要支援１で多いということ、これは単なる不安からくるもの

なのか、結局あの 60歳以上の就労者、介護者その方々が結構多いということ、動

かないことによる介護度・率ですか、それも多くおきているているいうようなこと、

認知症に対しての不安も身体介護も全部合わせると 70％以上になっている、高齢

者の介護者も多いで就労している人たちも多い、でも要支援者も多い介護に関し

てはほかに比べてそれほど多くはないとなってくると要支援者に対する不安に対

するサービスを設けて身体能力を維持する心理的なかたちのサービスというよう

なことをすればこの要支援に対する受給率というか減っていくというものなのか

どうかそのへんまとまりはないですが教えていただきたい。 

研究員：今アンケートを行わせていただいたのは現況を把握するということでやらせてい

ただいてまして、詳細な原因というところまで確認できるものとは言えないと思

うんです。ですけれどもこういう傾向があるということは把握できたということ

でこれから、この後で事務局の方からも説明があると思うんですけれども、現行計

画に対してこんなことをやってきました。でも課題が残っているといったような

ことも含めてご説明させていただいたうえで、この先スケジュールではアンケー

トではこういった結果がでているし、要介護度こういうかたちで動いてるし、こう

いうサービスの使い方をされてるし、というところを踏まえて次の計画に向けて

なにをやっていかないといけないか、総合的に考えながら検討させていただきた



いと思うんですね。その中で委員の皆様ですね、現場ではこうなんだよとか貴重な

意見をいただきながら検討させていただくというような流れになっていくと思い

ますが、すみません私の明確な答えになっていなくて大変恐縮ですけれども、アン

ケートがすべてという訳ではございません。要支援の認定率いうのが高かったと

しても、ほかの方ももうしあげましたけれども、じゃあサービスを使っているのか

というと、それはまた別の話で要支援認定だけ受けておこう、受けたけどまあ今は

別にサービス使わないという人もたくさんいらっしゃるんですね。要介護認定必

要な時に要介護認定を受けていないと、必要な時って急にくるですけど、すぐサー

ビスを使えない、だから不安だから認定を受けたいという方がどうしてもいらっ

しゃると思うんですよね。そういったところも国のシステムいうものがあってな

かななずぐに要介護認定というのができない、認定審査会というものを随時開け

る体制というのをなかなか作るのが難しいという流れがあるので、そういったと

ころ不安解消をどうつなげていけるかということはこれから頭を悩ましていかな

ければならないんだと思いますけれども、こういったところを踏まえて今後計画

を策定のなかで第 9 期としてなにができるかというところを検討させていただけ

たらと思っております。 

委 員：ありがとうございます。 

 

５ 第 8 期計画期間における施策の実績及び分析について 

  各担当係から説明する。 

  健康推進係：高齢者の健康づくり 

  福 祉 係：高齢者の生きがいづくり 

  在宅支援係・介護保険係：高齢者の生活を支えるサービスの提供（介護福祉サービス）

及び計画の円滑な推進 

 

【質疑等】 

委 員：今先ほど報告のありました、48 ページの地域密着型サービスの充実というところ

で前期のときも私も委員で出てたんですけれども、その際にグループホームを今

期の中で開設予定といってて、待機者そんなにいないのにっていう話あったんで

すけど今回一番最後の方にサービスの充実が求められますっていうのは、グルー

プホームの待機者が多いためなのか、認知症高齢者の別のケアって部分でのサー

ビスの充実ということなんでしょうか。 

事務局：一応、グループホームに関して待機者はいるとは思うんですけども皆さんだいだい

利用されているのかなというところで、認知症の方の生活を支えるサービスの充

実というところは施設を含め支援できたらなと（別なサービス）グループホームの

みならずです。 

委 員：今たまたま 8 期の分析的な事務局の職員から説明ですけれど先ほど委員からもチ

ラッと意見としてでた、第 8期の分析を踏まえてじゃもうちょっと具体的なあと 2

回 3 回目と話しの資料としてでてくるかもしれないけれども担当している職員と

してこういう将来が望ましいだとかこういうことが望ましんでないでしょうかと



いう個人的な意見も含めて最後お一人ずつどうですか。今資料いろいろ作成して

るかもしれないですけど、分析を超えて担当者としてこうあったらいいなとかい

うことをもし発言できるならしていただいた方かいいかと分析はもういいと思う

ので、アンケートの結果からでてくるこれからどういう方向が町としていいのか

それから町民のニーズそれからさっき言ったように私は申し訳ないけど70になっ

たら一応今の仕事はリタイヤしようと思っていてリタイヤしたときにはじめてこ

ういった町の制度、福祉だとか高齢やの制度に関わらなくちゃいけないかなはじ

めて接することになると思うそれじゃだめだなと思ってはいるんです。今から何

か体験しながら仕事しながら体験しながらあっ自分がもし本当に認知症になった

ときにこういう制度があってこういう施設も含めてあるんだなという体制的なこ

とが私が動いているときにできたらいいかなと個人的な考え、今動いてるから自

分ではそれらしき認知症も多分あるんだろうけどもまあ嫁から何やってるのと言

われることもないし、周りからそういうこともなんもないただ突然きたり仕事を

辞めちゃうというときにドンとね疲れが出てきてあちこち痛くなったり頭がぼー

っとなっちゃうのかなこれを今の段階から若いうちから多少体験したり、いろん

な情報を提供できるような、なんかそういう部分で申し訳ないけど私らが江別の

市が進めてる総合的な施設と研修に行く機会があったんですけど清水は清水で保

健福祉センターもあれば老人研修センターもあるし陶芸体験できるところもある

んだけどももっと違う町で違う市でより多くの健常者も含めて子供たちも含めて

なんか交流を深めながらいろんなことで予防する施設も都内であちこちできてる

みたいなのでそういうことも含めてただいま私は大丈夫だと思っているけどそう

じゃないよもっと今のうちからいろんなことがあるしいろんなことが起きるかも

わからないから体験したり実際に施設見たりした方がいいよというプレゼンテー

ションも含めてなんかやっていかないと、俺は働いてるから元気だからいいんだ

というのがアンケートにでてきているそれは私じゃないかなと思うそうじゃない

でしょいつ何のとき認知症になるかわかんないし、いつ寝たきりになるかわから

ないんだからそういことも含めて実際に動いている職員の方の決意じゃないんだ

けこんなことやりたいんだよないうのがあっていいんじゃないかと思うんだけど

もちろん今日いらっしゃている委員の立場、医療機関の立場やいろいろとそれぞ

れの法人でやっていることがあるでしょうし、もっともっと住民サービスのため

に考えていることもあると思いますしそれもやっぱりこれから数少ない委員会の

中で意見を出し合っていいものができればなというふうに思います。今ちょっと

いろいろ資料見たり 3 年間のコロナのなかのいろんなことを思い浮かべながらあ

らたな 3 年間に向かっての話を含めて自分一人でしゃべって申し訳ないですけど

何か皆様方の意見を引っ張り出せるような引き出せるようなことをちょっと心掛

けたいなとおしゃべりをさせていただきました。私がお願いしていることが職員

むりであれば課長どうでしょうか一言。 

【休憩】 

事務局：すみませんお待たせしました。まず最初に大変恐縮でございます誤字脱字を含めま

して資料の訂正させていただきたいところがござますので、資料の２の 35ページ第



8 期計画の健康増進の文面のなかに「高齢差者サロンや等で、」は「高齢者サロン等

で、」というふうに訂正をお願い申し上げます。また、同じ資料の 49 ページでござ

います。①地域包括支援センターの運営の令和 5 年度の欄が目標は「１」はいいん

ですが実績が単に入ってしまったというもので、まだこれからですので空欄でお願

いします。②地域ケア会議の運営ここにつきましても実績は空欄でお願いします。

介護予防ケアプラン策定件数目標「160」は急に減ってしまておりごしょくでござい

ます。目標は「1,900」でございます実績は空欄でございます。なお、策定件数につ

きましてはおおむね「2,300」くらいになるのかなと年度の途中ですのでこれから計

上しますけどそのくらいの状況であることを口頭で加えさせていただきます。 

委員の方からの今後に向けてということですが、今回第 1 回目というなかでアン

ケートの実績、分析そして第 8 期の評価と課題ということを精査させていただいて

この後 2 回目、3 回目の中に今回の計画の素案というものを皆様にご提案させてい

ただくという流れになってまいります。今日委嘱状をお渡ししていきなりこの冊子

をすぐ見るもちろん次回は事前送付をしっかりさせていただいて第 9 期計画はこう

どうなのとみていただきながら計画しますし、今回のアンケートの分析結果でも途

中でこんなこと聞いたけどそれどうなのかそれ聞きたいんだという項目があれば個

別に事務局に問い合わせていただいて結構ですのでその点をよろしくお願いいたし

ます。 

まずこの 3 年間の計画を策定していく作業なんですけれど、高齢者の人口は令和

7年度65歳以上の人口がそこがピークになると話を最初させていただきました他方

で後期高齢者 75 歳以上の人口というのがどうなるかというと令和 12 年におおむね

2,200 人くらいここがおそらくピークになるだろうというかたちになってまいりま

す。委員長の方からもお話があったように昔とちょっと変わってきてて 65歳になっ

てもどんどん働いていくよという人が増えてきてるんですよね。だから多分高齢者

が 65 歳以上になって増えたからといってピークになると介護保険サービスが頭打

ちになるかというとそうではなくてそういった世の中の背景を考えて 75 歳以上が

増えて在宅であろうが施設であろうがサービス量は一定程度増えていくという状況

が当然続いていくということなんだろうと思っています。今回の計画のなかで施設

系のサービスであったりとかですねニーズも検討してまいりますし、もちろんピー

クがくれば、10 年そこから下がっていくということは施設系の介護サービスという

のは大きな投資しずらい時期に来ているいんです、これが都会なんかですとおそら

く介護老人の取り合いが将来起きるだろうとよく言われるんですけど、我々の町だ

と今住んでいる方のまずは在宅見守りと在宅そういったものが特に重要視されてく

るでしょうし、そのうえで今申し上げた年齢ピーク特に介護サービスを実際使って

いる方のピークといったものを見据えたうえでサービスの中を調整をさせていただ

きたいなと思っています。委員からは要支援１の方に求められるサービスってなん

だろうと言うお話があって、まあ制度の認定を受けないといけないそのために町か

ら主治医意見書審査会程度実際には 3 カ月くらい要するという経過もあるのでその

へん考えたら要支援は受けるんですけれど受けて直接介護保険サービス使うといっ

たほかに、確かに漠然とした不安といったものも独居老人の微増ですけれども増え



てきていると統計データーに入ってきていますので、そういった不安に対してやは

り情報を流す、声をかけるこういった整備をまず計画の中に今の時代コミュニティ

もかなり落ちてきている町内会もそうですしいろんなの団体のコミュニティ落ちて

きているから見守り事業とか声かけそういったものの下地に作っておく、そのうえ

で介護サービスそして施設サービスいうのを見ていくことが必要なのかなという私

の中で描いている頭に置いている特に考えなきゃいけない特に力投しなきゃいけな

い第 9期の計画だなというのが私の思いでございます。 

委 員：先ほどの質問に対してお願いします。 

研究員：アンケートについて人数がどのようになっているのか介護度的にというところで

集計票が確認できました要介護 1から 5まで回答がありまして、要介護 1が 62名 

要介護 2が 32名 要介護 3・4・5が 12 名、8名、9名というかたちになりまして

これを全て合計しまして有効回答となったものが 123 件となっております。 

 

６ 第２回策定委員会について 

事務局：次回の策定委員会なんですけれどもスケジュールの中では 11 月にというかたち 

にはなっているんですげれども日時等は委員長等と確認させていただき進めさ 

せていただければと思っております。 

委 員：都合悪ければ事務局の方にご連絡いただければと思いますんで、事務局、私の都合

もあるかもしれませんけど確認させていただいて了承いただきたいと思います。

先ほど課長からもありましたけれども会議のできるだけ 1 週間前にはできれば資

料をいただければなと思います。長年のいろんな会議経験からいって事務局大変

かもしれないんですけどもちょっと事前に資料を少なくとも 3 日もしくは 1 週間

くらい前に目を通せるような配慮をしていただければなと私からのお願いでござ

います。それでは大変貴重なご時間を皆様からのご意見や私の説明も含めて終わ

らせていただきます。では閉会させていただいてよろしいでしょうか。第 1 回の

策定委員会を終わらせていただきます。お疲れ様でした。 


